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グリーンランドNEEMにおける最終氷期のイオン濃度変動
Variability of aerosols at NEEM, Greenland during the last glacial period
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2008年から 2011年にかけて、グリーンランド北西部の NEEMにおいて、深層氷床コア掘削が実施され、深さ約 2540
ｍの岩盤に到達した。コア現場解析の一環として、2009年から 2011年にかけて CFA (Continuous Flow Analysis)が実施
された。CFAによる融解水の一部は、イオン分析を実施するため、ポリ瓶に採取された。この融解水サンプルは日本と
ドイツに輸送され、国立極地研究所とドイツのアルフレッドウェゲナー極地海洋研究所のイオンクロマトグラフにより
分析された。両研究所の分析結果は、殆どのイオン種について、良い一致を示した。カルシウムイオン、ナトリウムイ
オン、カリウムイオン、マグネシウムイオン、塩化物イオン、硫酸イオン、フッ化物イオンの濃度は、グリーンランド
で掘削された他の深層コアと同様、Dansgaard-Oeschger (DO)イベントに伴って大きな変動を示した。NEEMコアにおい
ては、国立極地研究所で新たにシュウ酸イオンとリン酸イオンの分析が行われ、両イオンも DOイベントに伴って大き
な濃度変動を示すことが見出された。DOイベントに伴うイオン濃度変動は、起源の変動と大気循環の変動の両方を反映
していると考えられる。
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